
五百句
高浜虚子

青空文庫





　
　
　
　
　
序

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
五
百
号
の
記
念
に
出
版
す
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
五
百

句
に
限
っ
た
。

　
こ
の
頃ころ
の
自
分
の
好
み
か
ら
言
え
ば
、
勢
い
近
頃
の
句
が
多
く
な
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
古
い
時
代
の
句
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
応

じ
て
捨
て
が
た
く
思
う
も
の
も
あ
る
の
で
、
先ま
ず
明
治
・
大
正
・
昭
和
三
時

代
の
句
を
ほ
ぼ
等
分
に
採
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

　
範
囲
は
俳
句
を
作
り
始
め
た
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
、

即
す
な
わ
ち昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
日
に
出
版
し
た
『
句
日
記
』
の
句
ま
で
と
し
た
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の
で
、
そ
の
後
の
句
は
こ
の
集
に
は
洩も
れ
て
い
る
。

　
　
昭
和
十
二
年
五
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
発
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
浜
虚
子
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明
治
時
代
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春  

雨 

は
る
さ
め

の
衣
桁
い
こ
う
に
重
し  

恋    

衣  

こ
い
ご
ろ
も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　

夕
立
や
ぬ
れ
て
戻
り
て
欄
に
倚よ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
八
年
　
子
規
を
神
戸
病
院
よ
り
、
須
磨
保
養
院
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に
送
り
て
数
日
滞
在
。

　
　
　
　
　
　
　

風
が
吹
く
仏
来
給
き
た
も
ふ
け
は
ひ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
八
年
八
月
　
下
戸
塚
、
古 

白 

旧 

廬 

こ
は
く
き
ゅ
う
ろ

に
移
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
日
、 
鳴  
雪 
め
い
せ
つ

、
五
城
、 

碧 

梧 

桐 

へ
き
ご
と
う

、
森
々
招
集
、
運
座

　
　
　
　
　
　
　
を
開
く
。

　
　
　
　
　
　
　

し
ぐ
れ
つ
つ
留
守
守も
る
神
の 

銀  

杏 

い
ち
ょ
う

か
な
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明
治
二
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　

も
と
よ
り
も
恋
は 
曲  
者 
く
せ
も
の

の 

懸 

想 

文 

け
そ
う
ぶ
み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

怒
濤
ど
と
う
岩
を
噛か
む
我
を
神
か
と
朧
お
ぼ
ろの
夜よ

　
　
　
　
　
　
　

8五百句



　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

海
に
入
り
て
生
れ
か
は
ら
う
朧
月

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

大
根
の
花  

紫    

野  

む
ら
さ
き
の 

大 

徳 

寺 

だ
い
と
く
じ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年
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山
門
も
伽
藍
が
ら
ん
も
花
の
雲
の
上

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

縄なわ
朽
ち
て
水
鶏
く
い
な
叩たた
け
ば
あ
く
戸
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

10五百句



　
　
愚
庵
ぐ
あ
ん
十
二
勝
の
内
、
清
風
関

叩
け
ど
も
〳
〵
水
鶏
許
さ
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

先
生
が 

瓜 

盗 

人 

う
り
ぬ
す
び
と
で
お
は
せ
し
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年
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病や
む
人
の
蚊
遣
か
や
り
見
て
ゐ
る
蚊か
帳や
の
中

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

蚊
帳
越
し
に
薬
煮
る
母
を
か
な
し
み
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

12五百句



人
病や
む
や
ひ
た
と
来
て
鳴
く
壁
の
蝉せみ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

鶏
に
わ
と
りの 

空  

時 

そ
ら
ど
き

つ
く
る
野
分
の
わ
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

弟で
子し
僧
に
な
ら
せ
給
ひ
つ
月
の
秋
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明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

松
虫
に
恋
し
き
人
の
書
斎
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

盗
ん
だ
る
案か
山が
子し
の
笠かさ
に
雨
急
な
り

　
　
　
　
　
　
　

14五百句



　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

  

元    

朝  

が
ん
ち
ょ
う

の
氷
す
て
た
り 

手 

水 

鉢 

ち
ょ
う
ず
ば
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

石
を
き
つ
て
火
食
を
知
り
ぬ
蛇
穴
を
出
る

蛇
穴
を
出
て
見
れ
ば
周
の
天
下
な
り
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穴
を
出
る
蛇
を
見
て
居お
る
鴉
か
ら
すか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

 

間  

道 

か
ん
ど
う

の
藤
多
き
辺へ
へ
出い
で
た
り
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

16五百句



  
逡    

巡  
し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
し
て
繭まゆ
ご
も
ら
ざ
る
蚕
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

橋
涼
み
笛
ふ
く
人
を
と
り
ま
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年
七
月
二
十
二
日
　
五
月
以
来
母
病
気
の
た

　
　
　
　
　
　
　
め
松
山
に
あ
り
。
八
月
に
至
る
。
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星
落
つ
る
籬
ま
が
きの
中
や
砧
き
ぬ
たう
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

蒲
団
ふ
と
ん
か
た
ぐ
人
も
乗
せ
た
り
渡
舟

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

 

柴  

漬 

ふ
し
づ
け

に
見
る
も
か
な
し
き
小
魚
こ
う
お
か
な

18五百句



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

耳
と
ほ
き
浮
世
の
事
や  

冬    

籠  

ふ
ゆ
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

鶯
う
ぐ
い
すや
文
字
も
知
ら
ず
に  

歌    

心  

う
た
ご
こ
ろ
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明
治
三
十
二
年

　
　
　
　
　
　
　

亀
鳴
く
や
皆
愚
お
ろ
かな
る
村
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年

　
　
　
　
　
　
　

薔ば
薇ら
呉く
れ
て
聖
書
か
し
た
る
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年

20五百句



　
　
　
　
　
　
　

五
月
雨

さ
み
だ
れ

や
魚
と
る
人
の
流
る
べ
う

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年

　
　
　
　
　
　
　

 

蓑  

虫 

み
の
む
し

の
父
よ
と
鳴
き
て
母
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年
九
月
十
日
　
根
岸
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

21



 
稲  
塚 

い
ね
づ
か

に
し
ば
し
も
た
れ
て
旅
悲
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
五
日
　
虚
子
庵
例
会
。
会
者
、

　
　
　
　
　
　
　
鳴
雪
、
碧
梧
桐
、
五
城
、
墨
水
、
麦
人
、
潮
音
、
紫
人
、

　
　
　
　
　
　
　
三
子
、
孤
雁
こ
が
ん
、 

燕  

洋 

え
ん
よ
う

、
森
堂
、 

青  

嵐 

せ
い
ら
ん

、 

三  

允 

さ
ん
い
ん

、
竹ち

　
　
　
　
　
　
　
子くし
、
井
村
、
芋
村
う
そ
ん
、 

坦  

々 

た
ん
た
ん

、
耕
雨
。
後おく
れ
て 

肋  

骨 

ろ
っ
こ
つ

、

　
　
　
　
　
　
　
黄
塔
、
把
栗
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
十
月
一
日
、
松
瀬
ま
つ
せ 
青  
々 
せ
い
せ
い

上
京
、
発
行
所
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　

22五百句



春
の
夜よ
や
机
の
上
の
肱ひじ
ま
く
ら

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　

雨
に
濡ぬ
れ
日
に
乾かわ
き
た
る
幟
の
ぼ
りか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　

煙
管
き
せ
る
の
む
手
品
の
下
手
や
夕
涼
み
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明
治
三
十
三
年
七
月
二
十
五
日
　
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

 

遠  

山 

と
お
や
ま

に
日
の
当
り
た
る
枯
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
　
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

美
し
き
人
や
蚕
飼
こ
が
い
の  

玉    

襷  

た
ま
だ
す
き

　
　
　
　
　
　
　

24五百句



　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　

 

帷  

子 

か
た
び
ら

に
花
の
乳
房
ち
ぶ
さ
や
お
乳ち
の
人ひと

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　

山
寺
の 

宝  

物 

ほ
う
も
つ

見
る
や
花
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
五
年
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肌はだ
脱
い
で
髪
す
く
庭
や
木ぼ
瓜け
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
五
年

　
　
　
　
　
　
　

 

打  

水 

う
ち
み
ず

に
暫
し
ば
らく
藤
の
雫
し
ず
くか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
五
年
？
　
或
あ
る
いは
三
十
二
年
又
は
三
十
四
年
か
。
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危き
坐ざ
兀
坐
こ
つ
ざ
賓
主
い
づ
れ
や
簟
た
か
む
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
五
年
七
月
二
十
七
日
　
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

長
き
根
に
秋
風
を
待
つ 
鴨 
足 
草 
ゆ
き
の
し
た

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
五
年
　
横
浜
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　
此この
年
九
月
十
九
日
。
子
規
歿ぼつ
。
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花    
衣  

は
な
ご
ろ
も

脱
ぎ
も
か
へ
ず
に
芝
居
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　

老おい
ぼ
れ
て
人
の
後しり
へ
に
施
米
せ
ま
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年
五
月
二
十
五
日
　
虚
子
庵
例
会
。
会
者
、

　
　
　
　
　
　
　
碧
梧
桐
、
癖
三
酔
、
碧
童
、
左
衛
門

さ
え
も
ん

、
酔
仏
、
一
転
等
。

　
　
　
　
　
　
　

28五百句



 
葛  
水 
く
ず
み
ず

に
松
風
塵ちり
を
落
す
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　

摂
待
の
寺
賑にぎ
は
し
や
松
の
奥

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年
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秋
風
や
眼
中
の
も
の
皆
俳
句

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　

友
は
大
官
芋いも
掘ほ
つ
て
こ
れ
を
も
て
な
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　

  

瓢    

箪  

ひ
ょ
う
た
ん

の
窓
や
人
住
ま
ざ
る
が
如
し

30五百句



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　

書
中
古
人
に
会
す
妻
が
炭
ひ
く
音
す
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　

茶
の
花
に
暖
き
日
の
し
ま
ひ
か
な
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明
治
三
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　

坂
の
茶
屋
前
ほ
と
ば
し
る
春
の
水

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　

裏
山
に
藤
波
か
か
る
お
寺
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
五
日
　
徳
上
院
例
会
。
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ほ
ろ
〳
〵
と
泣
き
合
ふ
尼
や 

山 

葵 

漬 

わ
さ
び
づ
け

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　

 

御  

車 

み
く
る
ま

に
牛
か
く
る
空
や
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
七
年
五
月
二
十
五
日
　
徳
上
院
例
会
。
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大
海
の
う
し
ほ
は
あ
れ
ど
旱
ひ
で
りか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
七
年
六
月
二
十
五
日
　
徳
上
院
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

む
づ
か
し
き
禅
門
出
れ
ば
葛くず
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　

34五百句



 
或  

時 
あ
る
と
き

は
谷
深
く
折
る
夏
花
げ
ば
な
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　

 

発  

心 

ほ
っ
し
ん

の
髻
も
と
ど
りを
吹
く
野
分
の
わ
き
か
な

秋
風
に
ふ
え
て
は
へ
る
や 

法 
師 
蝉 

ほ
う
し
ぜ
み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
七
日
　
芝
田
町
海
水
浴
場
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　
会
者
、
鳴
雪
、
牛
歩
、
碧
童
、 
井 

泉 

水 
せ
い
せ
ん
す
い
、
癖
三
酔
、
つ
ゝ

35



　
　
　
　
　
　
　
じ
等
。

　
　
　
　
　
　
　

う
き
巣
見
て
事
足
り
ぬ
れ
ば
漕こ
ぎ
か
へ
る

鎌
と
げ
ば
藜
あ
か
ざ悲
し
む
け
し
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
八
年
七
月
二
十
三
日
　
浅
草
白
泉
寺
例
会
。
会

　
　
　
　
　
　
　
者
、
鳴
雪
、
碧
童
、
癖
三
酔
、
不
喚
楼
、
雉
子
郎

き
じ
ろ
う

、
碧
梧

　
　
　
　
　
　
　
桐
、
水
巴
す
い
は
、  

松    

浜  

し
ょ
う
ひ
ん

、
一
転
等
。

　
　
　
　
　
　
　

36五百句



蚊
遣
火

か
や
り
び

や
縁
に
腰
か
け
話
し
去
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
八
年
七
月
二
十
八
日
　
癖
三
酔
、
松
浜
と
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

行    

水  

ぎ
ょ
う
ず
い

の
女
に
ほ
れ
る
烏
か
ら
すか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　

37



客
人
に
下
れ
る
蜘く
蛛も
や
草
の
宿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　

蜘く
蛛も
掃は
け
ば
太
鼓
落
し
て
悲
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　

相
慕
ふ
村
の
灯ひ
二
つ
虫
の
声

38五百句



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　

も
の
知
り
の
長
き
面
輪
お
も
わ
に
秋
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
八
年
八
月
十
七
日
　
王
城
、
松
浜
と
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

花
提さ
げ
て
先
生
の
墓
や
突
当
り
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明
治
三
十
八
年
八
月
二
十
一
日
　 

鴨  

涯 

お
う
が
い

、
松
浜
と
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

村
の
名
も
法
隆
寺
な
り
麦
を
蒔ま
く

冬
の
山
低
き
と
こ
ろ
や
法
隆
寺

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
　
浅
草
白
泉
寺
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

座
を
挙あ
げ
て
恋
ほ
の
め
く
や
歌
か
る
た

40五百句



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
一
月
六
日
　
新
年
会
。 

三 

河 

島 

み
か
わ
し
ま

喜
楽
園
。

　
　
　
　
　
　
　
会
者
、
癖
三
酔
、
松
浜
、
一
声
、
三
允
、
鳴
雪
、
碧
梧
桐
、

　
　
　
　
　
　
　
乙
字
等
。

　
　
　
　
　
　
　

垣
間
か
い
ま
見
る
好
色
者

す
き
も
の

に
草
芳
か
ぐ
わし
き

 

芳  

草 

ほ
う
そ
う

や
黒
き
烏
も  

濃    

紫  

こ
む
ら
さ
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
三
月
十
九
日
　
俳
諧
散
心
。
第
一
回
。
小

41



　
　
　
　
　
　
　
庵
。
会
者
、 

蝶  

衣 

ち
ょ
う
い

、
東
洋
城
、
癖
三
酔
、
松
浜
、
浅
茅
あ
さ
じ
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
尚なお
こ
の
俳
諧
散
心
の
会
は
翌
明
治
四
十
年
一
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
に
至
り
四
十
一
回
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　

草
に
置
い
て  

提    

灯  

ち
ょ
う
ち
ん

と
も
す
蛙
か
わ
ずか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
　
俳
諧
散
心
。
第
三
回
。
麻
布
あ
ざ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
竹
谷
た
け
や
町  

闇  

玉  
庵  

あ
ん
ぎ
ょ
く
あ
ん

（
癖
三
酔
宅
）
。

　
　
　
　
　
　
　

42五百句



 
山  

人 
や
ま
び
と

の
垣
根
づ
た
ひ
や
桜
狩

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

藤
の
茶
屋 

女  

房 

に
ょ
う
ぼ

ほ
め
〳
〵
馬ま
士ご
つ
ど
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
三
日
　
俳
諧
散
心
。
第
六
回
。

　
　
　
　
　
　
　 

牛  

込 

う
し
ご
め

赤
城
神
社
脇
、
清
風
亭
。
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卯う
の
花
や
仏ぶつ
も
願
は
ず
隠
れ
住
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
五
月
七
日
　
俳
諧
散
心
。
第
八
回
。
小  

こ
い
し

　
　
　
　
　
　
　
石 

川 

か
わ

高
田
あ
か
な
す
の
や
（
浅
茅
庵
）
。

　
　
　
　
　
　
　

寂せき
と
し
て
残
る
土
階
ど
か
い
や  
花    
茨  

は
な
い
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
一
日
　
俳
諧
散
心
。
第
十
回
。

　
　
　
　
　
　
　
小
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

44五百句



門
額
の
大
字
に
点とも
す 

蝸  

牛 

か
ぎ
ゅ
う

か
な

主
客
閑
話
で
で
む
し
竹
を
上
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
五
月
三
十
日
　 

大  

谷 

お
お
た
に

句
仏
く
ぶ
つ
北
海
道  

巡  

じ
ゅ
ん

　
　
　
　
　
　
　  

錫  

し
ゃ
く
の
途
次
来
訪
を
機
と
し
、
碧
梧
桐
庵
小
集
。
会
者
、

　
　
　
　
　
　
　
鳴
雪
、
句
仏
、
六
花
り
っ
か
、
碧
梧
桐
、
乙
字
、
碧
童
、
松
浜
。

　
　
　
　
　
　
　

麻
の
中
月
の
白
さ
に
送
り
け
り

45



麻
の
上
稲
妻
赤
く
か
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
五
月
三
十
一
日
　
星
ヶ
岡
茶
寮
小
集
。

　
　
　
　
　
　
　

  

上    

人  

し
ょ
う
に
ん

の
俳
諧
の
灯ひ
や 
灯 
取 

虫 
ひ
と
り
む
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
六
月
十
九
日
　
碧
梧
桐
送
別
句
会
。
星
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
岡
茶
寮
。

　
　
　
　
　
　
　

46五百句



稚ち
児ご
の
手
の
墨
ぞ
涼
し
き
松
の
寺

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
六
月
二
十
五
日
　
俳
諧
散
心
。
第
十
四
回
。

　
　
　
　
　
　
　
芝
浦
海
水
浴
。

　
　
　
　
　
　
　

す
た
れ
行
く
町
や 

蝙  

蝠 

こ
う
も
り

人
に
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
七
月
二
日
　
俳
諧
散
心
。
第
十
五
回
。
芝

　
　
　
　
　
　
　
浦
海
水
浴
。

47



　
　
　
　
　
　
　

 

夏  

痩 

な
つ
や
せ

の
身
を
つ
と
め
け
り
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
七
月
十
六
日
　
俳
諧
散
心
。
第
十
七
回
。

　
　
　
　
　
　
　
芝
浦
海
水
浴
。

　
　
　
　
　
　
　

六
十
に
な
り
て
母
無
き
燈
籠
と
う
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年

48五百句



　
　
　
　
　
　
　

 

送  
火 

お
く
り
び

や
母
が
心
に  

幾    

仏  

い
く
ほ
と
け

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

 

桐 

一 

葉 

き
り
ひ
と
は

日
当
り
な
が
ら
落
ち
に
け
り

僧
遠
く
一
葉
し
に
け
り
甃
い
し
だ
た
み

　
　
　
　
　
　
　

49



　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
八
月
二
十
七
日
　
俳
諧
散
心
。
第
二
十
二

　
　
　
　
　
　
　
回
。
小
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

  

秋    

扇  

し
ゅ
う
せ
ん

や
淋さび
し
き
顔
の
賢
夫
人

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

君
と
我
う
そ
に
ほ
れ
ば
や
秋
の
暮

50五百句



淋さび
し
さ
に
小
女
郎
な
か
す
や
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
九
月
十
七
日
　
俳
諧
散
心
。
第
二
十
五
回
。

　
　
　
　
　
　
　
十
二
社
、
梅
林
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

後ご
家け
が
う
つ
艶えん
な
砧
き
ぬ
たに
惚ほ
れ
て
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
九
月
二
十
四
日
　
俳
諧
散
心
。
第
二
十
六

　
　
　
　
　
　
　
回
。
小
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

51



老おい
の
頬ほお
に
紅
く
れ
な
い潮さ
す
や
濁
り
酒

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
十
月
八
日
　
俳
諧
散
心
。
第
二
十
八
回
。

　
　
　
　
　
　
　
山
王
社
内
、
楠
本
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
空
を
二
つ
に
断
て
り 

椎 

大 
樹 

し
い
た
い
じ
ゅ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
十
月
十
五
日
　
俳
諧
散
心
。
第
二
十
九
回
。

　
　
　
　
　
　
　
山
王
社
内
、
楠
本
亭
。

52五百句



　
　
　
　
　
　
　

煮
ゆ
る
時  
蕪    

汁  
か
ぶ
ら
じ
る

と
ぞ
匂にお
ひ
け
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　

老
僧
の
骨
刺
し
に
来
る
藪
蚊
や
ぶ
か
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
年

　
　
　
　
　
　
　

53



酒
旗
し
ゅ
き
高
し
高
野
こ
う
や
の
麓
ふ
も
と鮎あゆ
の
里

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
年
　
巣
鴨
す
が
も
、
詩
痩
会
。
真
宗
大
学
内
。

　
　
　
　
　
　
　

 

里 

内 

裏 

さ
と
だ
い
り

老
木
お
い
き
の
花
も
ほ
の
め
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

54五百句



 
明  

易 
あ
け
や
す

き 

第 

一 

峰 

だ
い
い
っ
ぽ
う
の
お
寺
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
八
日
　
蕪
か
ぶ
らむ
し
会
。
第
四
回
。

　
　
　
　
　
　
　
寒
菊
堂
。
会
者
、
耕
村
、
水
巴
、
知
白
、
東
洋
城
、
松
浜
、

　
　
　
　
　
　
　 
蝶  

衣 
ち
ょ
う
い

。

　
　
　
　
　
　
　

 

葛  

水 

く
ず
み
ず

に
か
き
も
ち
添
へ
て
出
さ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
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駒こま
の
鼻
ふ
く
れ
て
動
く
泉
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
六
月
十
二
日
　
蕪
む
し
会
。
第
五
回
。
寒

　
　
　
　
　
　
　
菊
堂
。

　
　
　
　
　
　
　

岸
に
釣
る
人
の
欠
伸
あ
く
び
や  

舟    
遊  

ふ
な
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
七
月
三
十
日
　
蕪
む
し
会
。
第
六
回
。

　
　
　
　
　
　
　

56五百句



 
曝  
書 
ば
く
し
ょ

風
強
し 

赤  

本 

あ
か
ほ
ん

飛
ん
で 

金  

平 

き
ん
ぴ
ら

怒
る

 

書  

函 

し
ょ
か
ん

序
あ
り
天
地 

玄  

黄 

げ
ん
こ
う

と
曝さら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
五
日
　
日
盛
会
。
第
五
回
。
小
庵
。

　
　
　
　
　
　
　
尚
こ
の
会
は
八
月
一
日
第
一
回
を
開
き
殆
ほ
と
ん
ど毎
日
会
し
て
八

　
　
　
　
　
　
　
月
三
十
一
日
に
至
る
。
此
時
の
会
者
、
東
洋
城
、
癖
三
酔
、

　
　
　
　
　
　
　
松
浜
、
水
巴
、
蛇
笏
だ
こ
つ
、
三
允
、
香
村
、
眉
月
び
げ
つ
、
蝶
衣
等
。

　
　
　
　
　
　
　

57



ぢ
ぢ
と
鳴
く
蝉せみ
草
に
あ
る
夕
立
ゆ
だ
ち
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
九
日
　
日
盛
会
。
第
九
回
。
小
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

 

羽 

抜 

鶏 

は
ぬ
け
ど
り 

吃  

々 

き
つ
き
つ

と
し
て
高
音
た
か
ね
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
十
日
　
日
盛
会
。
第
十
回
。

　
　
　
　
　
　
　

 

金 

亀 

子 

こ
が
ね
む
し

擲
な
げ
うつ
闇やみ
の
深
さ
か
な
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明
治
四
十
一
年
八
月
十
一
日
　
日
盛
会
。
第
十
一
回
。

　
　
　
　
　
　
　

  

新    

涼  

し
ん
り
ょ
う

の
驚
き
貌がお
に
来きた
り
け
り

草
市
や
や
が
て
行
く
べ
き
道
の
露

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
十
四
日
　
蕪
む
し
会
。
第
七
回
。
寒

　
　
　
　
　
　
　
菊
堂
。

　
　
　
　
　
　
　

59



冷
ひ
や
やか
や
湯
治
と
う
じ
九
旬
の
峰
の
月

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
十
七
日
　
日
盛
会
。
第
十
六
回
。

　
　
　
　
　
　
　

仲
秋
の
其その 

一  

峰 

い
っ
ぽ
う

は
愛
宕
あ
た
ご
か
な

仲
秋
や 

院  

宣 

い
ん
ぜ
ん

を
ま
つ
湖こ
の
ほ
と
り

仲
秋
を
つ
つ
む
一
句
の
主
あ
る
じか
な

60五百句



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
二
日
　
日
盛
会
。
第
二
十
回
。

　
　
　
　
　
　
　

凡およ
そ
天
下
に 

去  
来 

き
ょ
ら
い

程ほど
の
小
さ
き
墓
に
参
り
け
り

 

由  

公 

よ
し
こ
う

の
墓
に
参
る
や
供とも
連
れ
て

此この
墓
に
系
図
は
じ
ま
る
や
拝
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
三
日
　
日
盛
会
。
第
二
十
一
回
。

61



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

螽
い
な
ごと
ぶ
音
杼
に
似
て
低
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
五
日
　
日
盛
会
。
第
二
十
三
回
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

芋
を
掘
る
手
を
そ
の
ま
ま
に
上
京
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
七
日
　
日
盛
会
。
第
二
十
五
回
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

62五百句



園その
に
聞
く
人
語
新
し 

野 

分 

跡 

の
わ
き
あ
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
　
秋
。
村
上 

霽  

月 

せ
い
げ
つ

来
小
会
。

　
　
　
　
　
　
　

 

藁  

寺 

わ
ら
で
ら

に
緑
一
団
の 

芭  
蕉 

ば
し
ょ
う

か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
　
秋
。
蕪
む
し
会
。
第
九
回
。

　
　
　
　
　
　
　

63
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大
正
時
代

65



三
世
さ
ん
ぜ
の
仏ぶつ
皆
座
に
あ
れ
ば
寒
か
ら
ず

霜しも
降
れ
ば
霜
を
楯たて
と
す
法のり
の
城

死
神
を
蹶け
る
力
無
き
蒲
団
ふ
と
ん
か
な

そ
の
日
〳
〵
死
ぬ
る
此
身
こ
の
み
と
蒲
団
か
な

　
　
　
　
　
　
　

66五百句



　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
一
月
十
九
日
　
鎌
倉
虚
子
庵
句
会
。 

病  

臥 

び
ょ
う
が

の

　
　
　
　
　
　
　
儘まま
。

　
　
　
　
　
　
　

先
人
も
惜おし
み
し
命 
二 

日 

灸 
ふ
つ
か
き
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
二
月
十
日
　
大
平
山
句
会
。
栃
木
郊
外
大
平
山

　
　
　
　
　
　
　
茶
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
丘
に
立
つ

67



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
二
月
十
一
日
　
三
田
俳
句
会
。
東
京
芝
浦
。

　
　
　
　
　
　
　

大
寺
を
包
み
て
わ
め
く
木
の
芽
か
な

 

菊 

根 

分 

き
く
ね
わ
け

剣
気
つ
つ
み
て
背
丸
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
二
月
二
十
六
日
　
半
美
庵
偶
会
。
戸
塚
。

　
　
　
　
　
　
　

68五百句



こ
の
後のち
の
古
墳
の
月
日
椿
つ
ば
きか
な

一
つ
根
に
離
れ
浮
く
葉
や
春
の
水

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
　
春
。
虚
子
庵
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

草
摘つ
み
し
今
日
の
野
い
た
み
夜や
雨う
来きた
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年

　
　
　
　
　
　
　

69



舟ふね
岸きし
に
つ
け
ば
柳
に
星
一
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
三
月
九
日
　
ホ
ト
ト
ギ
ス
発
行
所
例
会
再
興
第

　
　
　
　
　
　
　
一
回
。
芝
田
町
汐
湯
に
於おい
て
。

　
　
　
　
　
　
　

 

濡  

縁 

ぬ
れ
え
ん

に
い
づ
く
と
も
無
き
落
花
か
な

  

提    

灯  

ち
ょ
う
ち
ん

に
落
花
の
風
の
見
ゆ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　

70五百句



　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
　
春
。
鎌
倉
、
雨
村
庵
に
て
。
庵
主
、
宗
演
老

　
　
　
　
　
　
　
師
等
と
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

田
植
す
み
て
東
海
道
雨
の
人
馬
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
六
月
一
日
　
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

今
日
の
日
も
衰
へ
あ
ほ
つ
日
除
ひ
よ
け
か
な

71



古
庭
を
魔
に
な
か
へ
し
そ
蟇
ひ
き
が
え
る

蛍
ほ
た
る追
ふ
子
あ
り
て
人
家
近
き
か
な

寝ね
し
家いえ
を
喜
び
と
べ
る
蛍
か
な

師
僧
遷
化
せ
ん
げ 

芭  

蕉 

ば
し
ょ
う

玉
巻
く
御
寺
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
七
月
　
第
一
日
曜
。
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

72五百句



 
灯 

取 

虫 
ひ
と
り
む
し

燭
を
離
れ
て
主
客
あ
り

灯
と
も
せ
ば
早
そ
こ
と
べ
り
灯
取
虫

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
七
月
　
奉
天
の
佐
藤
肋
骨
、
京
城
の
吉
野
左
衛

　
　
　
　
　
　
　
門
、
千
葉
の
渡
部
非
砂
、
東
京
の
仙
田
木
同
の
諸
君
、
鎌

　
　
　
　
　
　
　
倉
に
来
遊
せ
し
時
、
小
町
園
に
て
。

　
　
　
　
　
　
　

 

秋  

雨 

あ
き
さ
め

や
身
を
ち
ぢ
め
た
る
傘かさ
の
下

　
　
　
　
　
　
　

73



　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
九
月
　
第
三
日
曜
。
子
規
忌
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

此
秋
風
の
も
て
来
る
雪
を
思
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
十
月
五
日
　
雨
村
、
水
巴
と
共
に
。
信
州  

柏  

か
し
わ

　
　
　
　
　
　
　  

原  

ば
ら

俳
諧
寺
の
縁
に
立
ち
て
。

　
　
　
　
　
　
　

年
を
以もっ
て
巨
人
と
し
た
り
歩
み
去
る

　
　
　
　
　
　
　

74五百句



　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
十
二
月
　
第
三
日
曜
。
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

我
を
迎
ふ
旧
山
河
雪
を
装
へ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
一
月
　
松
山
に
帰
省
。
同
月
十
二
日
夜
、
松
山

　
　
　
　
　
　
　
公
会
堂
に
於
て
。

　
　
　
　
　
　
　

う
き
草
の
そ
ぞ
ろ
に
生お
ふ
る
古
江
か
な

　
　
　
　
　
　
　

75



　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
一
月
十
四
日
　
京
都
に
至
る
。
祇
園
ぎ
お
ん
左さ
阿あ
弥み
の

　
　
　
　
　
　
　
晩
句
会
に
臨
む
。

　
　
　
　
　
　
　

時
も
の
を
解
決
す
る
や
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
一
月
十
六
日
　
大
阪
瓦ガ
斯ス
倶ク
楽ラ
部ブ
の
俳
句
大
会

　
　
　
　
　
　
　
に
列
席
。
会
者
八
、
九
十
名
。
青
々
、
墨
水
、
一
転
、
躑つ

　
　
　
　
　
　
　
躅つじ
、
巨
口
、
月
村
、
露
石
、
素
石
、
月
斗
げ
っ
と
、
鬼
史
、
王
城

　
　
　
　
　
　
　
等
。

　
　
　
　
　
　
　

76五百句



鎌
倉
を
驚
か
し
た
る
余
寒
よ
か
ん
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
二
月
一
日
　
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

春
雨
や
す
こ
し
も
え
た
る
手
提
灯

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
三
月
　
第
三
日
曜
。
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

77



我
心 

或  

時 

あ
る
と
き

軽
し
罌け
粟し
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
五
月
三
日
　
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

コ
レ
ラ
怖お
ぢ
て
綺
麗
き
れ
い
に
住
め
る
女
か
な

コ
レ
ラ
船
い
つ
ま
で
沖
に
繋かか
り
居
る

コ
レ
ラ
の
家
を
出
し
人
こ
ち
へ
来きた
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

78五百句



　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
七
月
五
日
　
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

清
水
し
み
ず
の
め
ば
汗
軽かろ
ら
か
に
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
七
月
十
九
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

 

一  

人 

い
ち
に
ん

の  

強    

者  

き
ょ
う
し
ゃ

唯ただ
出
よ
秋
の
風

秋
風
や
最
善
の
力
唯ただ
尽
す

79



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
九
月
六
日
　
虚
子
庵
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

 

濡  

縁 

ぬ
れ
え
ん

に
雨
の
後
な
る
一
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年

　
　
　
　
　
　
　

葡
萄
ぶ
ど
う
の
種
吐
き
出
し
て
事
を
決
し
け
り

80五百句



 
蜻  

蛉 
と
ん
ぼ
う

は
亡
く
な
り
終おわ
ん
ぬ 

鶏 

頭 

花 

け
い
と
う
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
三
年
十
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

雲
静
か
に
影
落
し
過
ぎ
し
椄
木
つ
ぎ
き
か
な

造
化
已すで
に
忙
を
極きわ
め
た
る
に
椄
木
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
四
年
四
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

81



 
太  
腹 

ふ
と
ば
ら

の
垂た
れ
て
も
の
食
ふ
裸
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
四
年
六
月
二
十
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

烏
か
ら
す飛
ん
で
そ
こ
に
通
草
あ
け
び
の
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
四
年
十
月
九
日
　
京
都
三
条
小
橋
の
万
屋
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
大
和
の 

浜  

人 

ひ
ん
じ
ん

来
る
。
王
城
、
鱸
江
、  

秋    

蒼  

し
ゅ
う
そ
う

と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
句
作
。

82五百句



　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
よ
り
は
恋
や
事
業
や
水
温ぬる
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年
二
月
十
一
日
　
高
商
俳
句
会
。
山
王
境
内
楠
本

　
　
　
　
　
　
　
亭
。
高
商
卒
業
生
諸
君
を
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　

麦
笛
や
四
十
の
恋
の
合
図
吹
く

恋
は
も
の
の
男 

甚  

平 

じ
ん
べ
い

女
紺
し
ぼ
り

83



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年
六
月
十
一
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

露
の
幹
静
し
ず
かに
蝉せみ
の
歩
き
居お
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年
九
月
十
日
　
子
規
忌
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

大
空
に
又また
わ
き
出い
で
し
小
鳥
か
な

84五百句



木
曾
川
の
今
こ
そ
光
れ
渡
り
鳥

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年
十
一
月
六
日
　
恵え
那な
中
津
川
に
小
鳥
狩
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　
四
時
庵
に
て
。
島
村
久
、
富
岡
俊
次
郎
、
田
中
小
太
郎
、

　
　
　
　
　
　
　
清
堂
、
零
余
子

れ
い
よ
し

、
は
じ
め
、
泊
雲
、 

楽  

堂 

が
く
ど
う

同
行
。

　
　
　
　
　
　
　

  

破  

蕉  

龍  

は
し
ょ
う
り
ゅ
う

を
失しっ
し
て
水
仙
玉
ぎ
ょ
くを
は
ら
め
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年
十
二
月
三
日
　
帝
大
俳
句
会
。
九
日
、
夏
目
漱

　
　
　
　
　
　
　
石
逝ゆ
く
。

85



　
　
　
　
　
　
　

 

闇  

汁 

や
み
じ
る

の 
杓  

子 
し
ゃ
く
し

を
逃
げ
し
も
の
や
何

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年
十
二
月
二
十
八
日
　
高
商
俳
句
会
闇
汁
会
。
芙ふ

　
　
　
　
　
　
　
蓉よう
居
。

　
　
　
　
　
　
　

 

葛  

城 

か
つ
ら
ぎ

の
神
臠
み
そ
なは
せ
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
二
月
十
日
　
帰
省
の
途
次
堺
に
寄
る
。
白
鳥
吟

86五百句



　
　
　
　
　
　
　
社
主
催
堺
俳
句
会
に
出
席
。
泊
雲
、
泊
月
、
躑
躅
、
浜
人
、

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
、
九
品
太

く
ぼ
ん
た

、
月
斗
、
一
転
、
梅
史
、
桜
坡
子

お
う
は
し

等
と

　
　
　
　
　
　
　
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

山
吹
の
雨
や 

双  

親 

そ
う
し
ん

堂
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
四
月
十
五
日
　
国
民
俳
句
会
。
江
戸
川
畔
清
風

　
　
　
　
　
　
　
亭
。
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春    

水  
し
ゅ
ん
す
い

や 

矗  

々 

ち
く
ち
く

と
し
て 

菖  

蒲 

し
ょ
う
ぶ

の
芽

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
四
月
二
十
二
日
　
春
季
吟
行
。
太
田
妻
沼
に
至

　
　
　
　
　
　
　
る
車
中
。

　
　
　
　
　
　
　

 

菖  

蒲 

し
ょ
う
ぶ

葺ふ
い
て
元 

吉  

原 

よ
し
わ
ら

の
さ
び
れ
や
う

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
五
月
三
日
　
帝
大
俳
句
会
。
根
津 

権  

現 

ご
ん
げ
ん

境
内

　
　
　
　
　
　
　
娯
楽
園
。

　
　
　
　
　
　
　

88五百句



 
大  
蟇 
お
お
が
ま

先
に
在あ
り
小
蟇
後しり
へ
に
高
歩
み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
五
月
八
日
　
婦
人
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
嘲
吏 

青  

嵐 

せ
い
ら
ん

人
間
吏
と
な
る
も
風
流 

胡  

瓜 

き
ゅ
う
り

の
曲
る
も
亦また

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
五
月
十
二
日
　 
虚  

吼 
き
ょ
こ
う

、
吏
青
嵐
、
煙
村
、
楚そ

　
　
　
　
　
　
　  

人 

冠 

じ
ん
か
ん

等
と
小
集
。
鶴
見
花
月
園
み
ど
り
。
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蛇
逃
げ
て
我
を
見
し
眼
の
草
に
残
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
五
月
十
三
日
　
発
行
所
例
会
。
十
六
日
、
阪 

さ
か
も

　
　
　
　
　
　
　
本 
四
方
太  

と
し
ほ
う
だ

、
中
川
四
明
、
日
を
同
じ
う
し
て
逝
く
。

　
　
　
　
　
　
　

葭
戸
よ
し
ど
は
め
ぬ
絶
え
ず
こ
ぼ
れ
居お
る
水
の
音

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
　
某
料
亭
に
て
。
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簗やな
見
廻
み
ま
わ
つ
て
口
笛
吹
く
や 

高 

嶺 

晴 

た
か
ね
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
六
月
十
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

此
松
の
下
に
佇
た
た
ずめ
ば
露
の
我

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
十
月
十
五
日
　
帰
省
中 

風  

早 

か
ざ
は
や

柳
原
西
の
下げ
に

　
　
　
　
　
　
　
遊
ぶ
。
風
早
西
の
下
は
、
余
が
一
歳
よ
り
八
歳
迄まで
郷
居
せ
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し
地
な
り
。
家
空むな
し
く
大
川
の
堤
の
大
師
堂
の
み
存
す
。

　
　
　
　
　
　
　
其
堂
の
傍
に
老
松
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

天
の
川
の
も
と
に
天
智
て
ん
ち
天
皇
と
虚
子
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
十
月
十
八
日
　 

筑  

前 

ち
く
ぜ
ん

太
宰
府

だ
ざ
い
ふ

に
至
る
。
同
夜

　
　
　
　
　
　
　
都
府
楼
址

と
ふ
ろ
う
し

に
佇
む
。
懐
古
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
灯ひ
に
照
ら
し
出
す
仏
皆 

観 

世 

音 

か
ん
ぜ
お
ん

92五百句



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
十
月
十
八
日
　
観
世
音
寺
に
詣もう
づ
。

　
　
　
　
　
　
　

何
の
木
の
も
と
と
も
あ
ら
ず
栗
拾
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
年
十
月
十
九
日
　
福
岡
第
二
公
会
堂
に
於
て
。

　
　
　
　
　
　
　

今け
朝さ
も
亦また
焚
火
た
き
び
に
耶ヤ
蘇ソ
の
話
か
な
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大
正
七
年
？
　
或
あ
る
いは
大
正
六
年
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

老  

衲 

ろ
う
の
う

火
燵
こ
た
つ
に
在あ
り
立
春
の  

禽    

獣  

き
ん
じ
ゅ
う

裏
山
に

雨
の
中
に
立
春
大
吉
の
光
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
二
月
十
日
　
発
行
所
例
会
。
会
者
、
京
都
の
王

　
　
　
　
　
　
　
城
、
所
沢
の
俳
小
星
、
青
峰
、  

宵    

曲  

し
ょ
う
き
ょ
く
、
一
水
、
雨
葉
、

　
　
　
　
　
　
　
し
げ
る
、
湘
海
、  

岫    
雲  

し
ゅ
う
う
ん

、
み
づ
ほ
、
霜
山
、
今
更
、

　
　
　
　
　
　
　
た
け
し
、
鉄
鈴
、
と
し
を
、 
子  
瓢 
し
ひ
ょ
う

、
夜
牛
、 

石  

鼎 

せ
き
て
い

。
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鞦    
韆  

し
ゅ
う
せ
ん

に
抱
き
乗
せ
て
沓くつ
に 

接  

吻 

せ
っ
ぷ
ん

す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
四
月
十
六
日
　
婦
人
俳
句
会
。
柏
木
か
な
女
居
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

野
を
焼
い
て
帰
れ
ば
燈
下
母
や
さ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
？
　
或
は
七
年
以
前
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　

95



梅
を
探
り
て
病
め
る
老
尼
に
二
三
言

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
？
　
或
は
七
年
以
前
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　

山
吹
に
来きた
り
去
り
し
鳥
や
青
か
つ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
？
　
或
は
七
年
以
前
な
る
べ
し
。
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船
に
の
せ
て
湖こ
を
わ
た
し
た
る
牡
丹
ぼ
た
ん
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
？
　
或
は
七
年
以
前
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
草
を
踏
み
行
け
ば
雨
意
人
に
あ
り

夏
草
に
下お
り
て
蛇
う
つ
烏
二
羽

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
？
　
或
は
七
年
以
前
な
る
べ
し
。
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夏
の
月
皿
の
林
檎
り
ん
ご
の
紅
を
失
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
七
月
八
日
　
虚
子
庵
小
集
。  

芥    

川  

あ
く
た
が
わ

我が
鬼き
、

　
　
　
　
　
　
　
久く
米め 

三  

汀 
さ
ん
て
い

等
来
り
共
に
句
作
。

　
　
　
　
　
　
　

船
に
乗
れ
ば
陸くが
情
あ
り
暮
の
秋

能
す
み
し
面
の
衰
へ
暮
の
秋
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大
正
七
年

　
　
　
　
　
　
　

秋
天
の
下もと
に
野
菊
の
花
弁
欠
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
十
月
二
十
一
日
　
神
戸
毎
日
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

二
三
子

に
さ
ん
し

や
時し
雨ぐ
る
る
心
親
し
め
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年
十
月
二
十
二
日
　
堺
俳
句
会
。
こ
の
日
一
転
庵
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泊
。

　
　
　
　
　
　
　

見
失
ひ
し
秋
の
昼
蚊
の
あ
と
ほ
の
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
七
年

　
　
　
　
　
　
　

 

菖  

蒲 

し
ょ
う
ぶ

剪き
る
や
遠
く
浮
き
た
る
葉
一
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年
　
婦
人
俳
句
会
の
連
中
、
鎌
倉
に
来
る
。
は
じ
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め
邸
に
て
。

　
　
　
　
　
　
　

 

夏  

痩 

な
つ
や
せ

の
頬ほ
を
流
れ
た
る  

冠    

紐  

か
む
り
ひ
も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年

　
　
　
　
　
　
　

 

蚰  

蜒 

げ
じ
げ
じ

を
打
て
ば
屑
々
に
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年
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昼
寐
ひ
る
ね
せ
る
妻
も
叱しか
ら
ず  

小    

商  

こ
あ
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年

　
　
　
　
　
　
　

扇
鳴
ら
す
汝
な
ん
じの
世
辞
も
亦また
よ
ろ
し

我
を
指さ
す
人
の
扇
を
に
く
み
け
り
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大
正
八
年

　
　
　
　
　
　
　

傾
き
て
太
し
梅
雨
の 

手 

水 

鉢 

ち
ょ
う
ず
ば
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年

　
　
　
　
　
　
　

 

夕  

鰺 

ゆ
う
あ
じ

を
妻
が
値
ぎ
り
て
瓜うり
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年
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寝
冷
ね
び
え
せ
し
人
不
機
嫌

ふ
き
げ
ん

に
我
を
見
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年

　
　
　
　
　
　
　

や
う
〳
〵
に
残
る
暑
さ
も
萩はぎ
の
露

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年
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山
の
か
ひ
に
砧
き
ぬ
たの
月
を
見
出
せ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
八
年

　
　
　
　
　
　
　

 

冬  

帝 

と
う
て
い

先ま
づ
日
を
な
げ
か
け
て
駒こま
ヶ
嶽たけ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
九
年
一
月
　
小
樽
に
あ
る
と
し
を
、
丹
毒
の
た
め
小

　
　
　
　
　
　
　
樽
病
院
に
入
院
せ
る
を
見
舞
ひ
、
三
十
一
日
帰
路
に
つ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
青
函
連
絡
船
に
て
。
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藤
の
根
に 
猫  

蛇 
び
ょ
う
だ

相
搏
あ
い
う
つ 

妖  

々 

よ
う
よ
う

と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
九
年
五
月
十
日
　
京
大
三
高
俳
句
会
。
京
都
円
山
公

　
　
　
　
　
　
　
園
、
あ
け
ぼ
の
楼
。

　
　
　
　
　
　
　

ど
か
と
解
く
夏
帯
に
句
を
書
け
と
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
九
年
五
月
十
六
日
　
婦
人
俳
句
会
。
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人
形
ま
だ
生
き
て
動
か
ず 

傀 

儡 

師 

か
い
ら
い
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
年
一
月
十
一
日
　
新
年
婦
人
俳
句
会
。
か
な
女
庵
。

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
十
月
、
軽
微
な
る 

脳 

溢 

血 

の
う
い
っ
け
つ
に
か
ゝ
り
、
病
後
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
め
て
出
席
し
た
る
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

 

雪  

解 

ゆ
き
ど
け

の
雫
し
ず
くす
れ
〳
〵
に 

干 

蒲 

団 

ほ
し
ぶ
と
ん
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大
正
十
年

　
　
　
　
　
　
　

 

厚  

板 

あ
つ
い
た

の
錦
に
し
きの
黴かび
や
つ
ま
は
じ
き

新
し
き
帽
子
か
け
た
り
黴
の
宿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
年

　
　
　
　
　
　
　

  

新    

涼  

し
ん
り
ょ
う

の
月
こ
そ
か
か
れ  

槙    

柱  

ま
き
ば
し
ら
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大
正
十
一
年
八
月
三
十
一
日
　
川
崎
俳
句
会
主
催
新
涼
句

　
　
　
　
　
　
　
会
。
大
師
内
渉
成
園
。
会
す
る
も
の
、
鳴
雪
、
楽
天
、
温

　
　
　
　
　
　
　
亭
、
普
羅
、
野
鳥
、 

風  

生 

ふ
う
せ
い

、 

橙 

黄 

子 

と
う
こ
う
し

等
。

　
　
　
　
　
　
　

 

日  

覆 

ひ
お
お
い

に
松
の
落
葉
の
生
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
二
年
六
月
二
十
八
日
　
風
生
渡
欧
送
別
東
大
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
会
。
発
行
所
。
上
京
中
の
泊
雲
出
席
。
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門
前
に
蛍
追
ふ
子
や
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
二
年
六
月
末

　
　
　
　
　
　
　

早
苗
さ
な
え
取
る
手
許
て
も
と
の
水
の
小
揺
さ
ゆ
れ
か
な

笠かさ
の
端はし
早
苗
す
り
〳
〵
取
り
束
ね

早
苗
籠かご
負
う
て
歩
き
ぬ
僧
の
あ
と
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早
苗
籠
負
う
て
走
り
ぬ
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
二
年
　
戸
塚
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

月
の
友
三
人
を
追
ふ
一
人
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
二
年
十
月
二
十
二
日
　
丹
波
竹
田
の
泊
雲
居
を
訪と

　
　
　
　
　
　
　
ふ
。
旧
暦
九
月
十
三
夜
、
晴
れ
て
霧
深
し
。
泊
月
、
野の
風ぶ

　
　
　
　
　
　
　
呂ろ
と
共
に
出
で
ゝ
田
圃
た
ん
ぼ
道
を
歩
く
。
白
川
遅
れ
て
来
る
。
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天  

日 

て
ん
じ
つ

の
う
つ
り
て
暗
し
蝌か
蚪と
の
水

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　

さ
し
く
れ
し
春
雨
傘
を
受
取
り
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
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棕
櫚
し
ゅ
ろ
の
花
こ
ぼ
れ
て
掃
く
も
五
六
日

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
五
月
十
三
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

老
禰
宜

ろ
う
ね
ぎ

の
太
鼓
打うち
居お
る
祭
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
五
月
十
九
日
　
発
行
所
例
会
。
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晩    

涼  
ば
ん
り
ょ
う

に
池
の
萍
う
き
く
さ皆
動
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　

蚊
の
入
り
し
声
一
筋
や
蚊か
帳や
の
中

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　

 

風  

鈴 

ふ
う
り
ん

に
大
き
な
月
の
か
か
り
け
り
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大
正
十
三
年
七
月
二
十
七
日
　
島
村
元
は
じ
め一
周
忌
（
昨
年
八

　
　
　
　
　
　
　
月
二
十
六
日
歿
）
追
悼
句
会
。
妙
本
寺
の
墓
に
詣もう
で
島
村

　
　
　
　
　
　
　
邸
に
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　

 

炎  

帝 

え
ん
て
い

の
威
の
衰
へ
に
水
を
打
つ

暑
に
堪た
へ
て
双
親
あ
る
や
水
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
七
月
二
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。
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月
浴
び
て
玉
崩くず
れ
を
る
噴
井
ふ
け
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
蚊
の
居
り
て
け
は
し
き
寺
法
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
　
鮮
満
旅
行
の
途
次
、
十
月
十
四
日
平
壌
に

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
。
華
頂
女
学
院
に
於
け
る
俳
句
会
に
臨
む
。
正
蟀
、
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帆
影
郎
、  

沼    

蘋  

し
ょ
う
ひ
ん

女
等
来
る
。  

韮    

城  

き
ゅ
う
じ
ょ
う
、
橙
黄
子
、

　
　
　
　
　
　
　
雨
意
等
同
行
。

　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
ひ
ら
と
深
き
が
上
の
落
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
十
月
三
十
一
日
　
鮮
満
旅
行
の
帰
路
、
旅
順

　
　
　
　
　
　
　
に
至
る
。
新
市
街
千
歳
倶
楽
部
に
於
て
。

　
　
　
　
　
　
　

水
鳥
の
夜よ
半わ
の
羽
音
や
あ
ま
た
た
び
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大
正
十
三
年
十
一
月
　
清
原 

枴  

童 

か
い
ど
う

上
京
偶
会
。
発
行
所
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

北
風
や
石
を
敷
き
た
る
ロ
シ
ア
町

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
十
一
月
三
十
日
　
鮮
満
旅
行
よ
り
帰
京
歓
迎

　
　
　
　
　
　
　
句
会
。
上
野
花
山
亭
。
集
る
も
の
温
亭
、
石
鼎
、
雉
子
郎
、

　
　
　
　
　
　
　 

花  

蓑 

は
な
み
の

、 

秋 

桜 
子 

し
ゅ
う
お
う
し
、 

青  

邨 
せ
い
そ
ん

、
た
け
し
等
。
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酒
井
野
梅
其
児
の
手
に
か
ゝ
り
て
横
死
す
る
を
悼いた
む

　
　

弥み
陀だ
の
手
に
親
子 

諸  

共 

も
ろ
と
も

返
り
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　

 

行  

年 

ゆ
く
と
し

や
か
た
み
に
留
守
の
妻
と
我

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日
　
同
人
、
選
者
と
共
に
。
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発
行
所
に
於
て
。
会
す
る
も
の
、
肋
骨
、
楽
堂
、
鼠
骨
そ
こ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
石
鼎
、
温
亭
、
宵
曲
、
菫
雨
き
ん
う
、
野
鳥
、
青
峰
、
為
山
、
た

　
　
　
　
　
　
　
け
し
、
花
蓑
、
秋
桜
子
、
一
水
。

　
　
　
　
　
　
　

ば
ば
ば
か
と
書
か
れ
し
壁
の
干
菜
ほ
し
な
か
な

灯
の
と
も
る
干
菜
の
窓
や
つ
む
ぐ
ら
ん

庫く
裡り
を
出
て
納な
屋や
の
後
ろ
の
冬
の
山
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大
正
十
四
年
一
月
十
六
日
　
発
行
所
例
会
。
大
阪
の 

木  

も
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　
国 く
、
新
潟
の
今
夜
、
み
づ
ほ
、
他
に
鳴
雪
、
温
亭
等
。

　
　
　
　
　
　
　

麦
踏
ん
で
若
き
我
あ
り
人
や
知
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
一
月
二
十
七
日
　
中
田
み
づ
ほ
渡
欧
送
別
句

　
　
　
　
　
　
　
会
。
発
行
所
。 
偶  

々 
た
ま
た
ま

よ
り
江
来
会
。

　
　
　
　
　
　
　

 

春  

寒 

は
る
さ
む

の
よ
り
そ
ひ
行
け
ば
人
目
あ
る
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大
正
十
四
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　

 

草  

摘 

く
さ
つ
み

に
出
し
万
葉
の
男
か
な

草
を
摘
む
子
の
野
を
渡
る
巨
人
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
三
月
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春    

宵  
し
ゅ
ん
し
ょ
う
や
柱
の
か
げ
の 

少 

納 

言 

し
ょ
う
な
ご
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　

 

白 

牡 

丹 

は
く
ぼ
た
ん

と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
紅こう
ほ
の
か

 

雨  

風 

あ
め
か
ぜ

に
任
せ
て
悼いた
む
牡
丹
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日
　
大
阪
に
あ
り
。
毎
日
俳
句
大

　
　
　
　
　
　
　
会
。
会
衆
八
百
。
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競くら
べ
馬
一
騎
遊
び
て
は
じ
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
五
月
二
十
二
日
　
道
後
ど
う
ご
に
宿
泊
。
松
山
三
番

　
　
　
　
　
　
　
町
横
丁
の
某
ク
ラ
ブ
に
於
て
。

　
　
　
　
　
　
　

墓
生
き
て
我
を
迎
へ
ぬ
久
し
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
五
月
二
十
六
日
　
松
山
滞
在
。
老
兄
と
共
に
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墓
参
。

　
　
　
　
　
　
　

老
僧
の
蛇
を
叱
り
て
追
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
六
（
七
？
）
月

　
　
　
　
　
　
　

紅べに
さ
し
て
寝
冷
ね
び
え
の
顔
を
つ
く
ろ
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
六
（
七
？
）
月
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美
人
絵
の
団
扇
う
ち
わ
持
ち
た
る
老
師
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
六
（
七
？
）
月

　
　
　
　
　
　
　

我
声
の
吹
き
飛
び
聞
ゆ
野
分
の
わ
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
十
月
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父
母
の
夜
長
く
お
は
し
給
ふ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　

佇
た
た
ずめ
ば
落
葉
さ
さ
や
く
日
向
ひ
な
た
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
十
一
月
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か
り
に
著き
る
女
の
羽
織
玉
子
酒

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　

夙と
く
く
れ
し
志
や
な
蕗ふき
の
薹とう

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
二
月
　
元
は
じ
め未
亡
人
蕗
の
薹
を
齎
も
た
らす
。

　
　
　
　
　
　
　

古
椿
こ
こ
だ
く
落
ち
て
齢
よ
わ
いか
な
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大
正
十
五
年
二
月
十
三
日
　
田
村 

木  

国 

も
っ
こ
く

上
京
歓
迎
小
集
。

　
　
　
　
　
　
　
発
行
所
。
二
十
日
、
内
藤
鳴
雪
逝
く
。

　
　
　
　
　
　
　

鶯
う
ぐ
い
すや 

洞  

然 

ど
う
ぜ
ん

と
し
て  
昼    

霞  
ひ
る
が
す
み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
二
（
三
？
）
月

　
　
　
　
　
　
　

芽
ぐ
む
な
る
大
樹
の
幹
に
耳
を
寄
せ
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大
正
十
五
年
三
月
十
六
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

唯ただ
一
人
船
繋つな
ぐ
人
や
月
見
草

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
六
月
二
十
三
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

古
蚊
帳

ふ
る
が
や

の
月
お
も
し
ろ
く
寝
ま
り
け
り
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大
正
十
五
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　

今
一
つ
奥
な
る
滝
に
九
十
九
折

つ
づ
ら
お
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
七
月
十
二
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

橋
裏
を
皆
打
仰
ぐ  

涼    

舟  

す
ず
み
ぶ
ね

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
七
月
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古
書
の
文
字
生
き
て
這は
ふ
か
や 

灯 

取 

虫 

ひ
と
り
む
し

威
儀
の
僧
扇
で
払
ふ
灯
取
虫

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　

草
が
く
れ
麗
玉
秘
め
し
清
水
か
な
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大
正
十
五
年
八
月
五
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

庭
の
石
ほ
と
動
き
湧わ
く
清
水
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　

棚たな
ふ
く
べ
現
れ
出
で
ぬ  

初    

嵐  

は
つ
あ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
九
月
七
日
　
東
大
俳
句
会
。
発
行
所
。
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雨
風
や
最
も
萩
を
い
た
ま
し
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　

自
ら
の
老おい
好
も
し
や
菊
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
十
（
十
一
？
）
月
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た
ま
る
に
任
せ
落
つ
る
に
任
す
屋
根
落
葉

徐
々
と
掃
く
落
葉
帚
ほ
う
きに
従
へ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　

 

掃  

初 

は
き
ぞ
め

の
帚
や
土
に
な
れ
始
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
十
二
月
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大
空
に
伸
び
傾
け
る
冬
木
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
　
東
大
俳
句
会
。
発
行
所
。
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昭
和
時
代
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藪やぶ
の
穂
に
村
火
事
を
見
る
渡
舟
わ
た
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　

藪
の
池 

寒 

鮒 

釣 

か
ん
ぶ
な
つ
り
の
は
や
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
一
月
二
十
日
　
発
行
所
例
会
。
三
十
一
日
、
次
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男  

池 

内 

友 

次 

郎  

い
け
の
う
ち
と
も
じ
ろ
う

、
横
浜
出
帆
の 

筥 

崎 

丸 

は
こ
ざ
き
ま
る
に
て
仏フ
蘭ラ

　
　
　
　
　
　
　
西ンス
遊
学
の
途
に
就
く
。

　
　
　
　
　
　
　

う
ち
笑え
め
る
老
を
助
け
て
青
き
踏
む

 

踏  

青 

と
う
せ
い

や
古
き
石
階
あ
る
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
二
月
二
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。
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木
々
の
芽
の
わ
れ
に
迫
る
や
法のり
の
山

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　

巣
の
中
に
蜂はち
の
か
ぶ
と
の
動
く
見
ゆ

う
な
り
落
つ
蜂
や
大
地
を
怒いか
り
這
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
三
月
十
七
日
　
肋
骨
、
為
王
、
楽
堂
と
雑
談
句

　
　
　
　
　
　
　
作
。
発
行
所
。
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も
の
の
芽
の
あ
ら
は
れ
出
で
し
大
事
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　

斯か
く
翳かざ
す 

春 

雨 

傘 

は
る
さ
め
が
さ
か  

昔    
人  

む
か
し
び
と

春
山
の
名
も
を
か
し
さ
や
鷹たか
ヶ
峰みね
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一
片
の
落
花
見
送
る
静
し
ず
かか
な

  

槶    
原  

く
ぬ
ぎ
は
ら

さ
さ
や
く
如
く
木
の
芽
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
四
月
　
京
都
滞
在
。
光
悦
寺
に
て
。

　
　
　
　
　
　
　

濃
き
日
影
ひ
い
て
遊
べ
る
蜥
蜴
と
か
げ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
五
月
十
五
日
　
み
づ
ほ
帰
朝
歓
迎
句
会
。
発
行

　
　
　
　
　
　
　
所
。
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百
官
の
衣
更か
へ
に
し
奈
良
の
朝
ち
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　

セ
ル
を
著き
て
病
あ
り
と
も
見
え
ぬ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
五
月
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鵜
飼
見

う
か
い
み

の
船
よ
そ
ほ
ひ
や
夕
か
げ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
六
月
　
大
阪
毎
日
、
東
京
日
日
新
聞
社
募
集
の

　
　
　
　
　
　
　
日
本
八
景
の
選
抜
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
候
補
地
を
視

　
　
　
　
　
　
　
察
す
る
為
岐
阜
に
至
り
、
長
良
川
の
鵜
飼
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　

く
づ
を
れ
て
団
扇
う
ち
わ
づ
か
ひ
の
老
尼
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
　
老
人
会
。
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松
風
に
騒
ぎ
と
ぶ
な
り  

水    

馬  

み
ず
す
ま
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　

な
つ
か
し
き
あ
や
め
の
水
の
行
方
ゆ
く
え
か
な

よ
り
そ
ひ
て
静
し
ず
かな
る
か
な
か
き
つ
ば
た
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昭
和
二
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　

 

大 

夕 

立 

お
お
ゆ
だ
ち

来
る
ら
し
由ゆ
布ふ
の
か
き
く
も
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
七
月
　
大
毎
、
東
日
委
嘱
に
よ
り
別
府
に
至
る
、

　
　
　
　
　
　
　
日
本
八
景
の
一
に
当
選
し
た
る
別
府
の
記
事
を
書
く
為
。

　
　
　
　
　
　
　

わ
だ
つ
み
に
物
の
命
の
く
ら
げ
か
な
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昭
和
二
年
八
月
四
日
　
清
三
郎
福
岡
転
任
送
別
東
大
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
会
。
丸
の
内
、
竹
葉
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

俳
諧
の
旅
に
日
焼
し
汝
な
ん
じか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
八
月
八
日
　 

枴  

童 

か
い
ど
う

上
京
の
為
、
発
行
所
小
集
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

此
方
こ
な
た
へ
と
法のり
の
御
山
み
や
ま
の
み
ち
を
し
へ
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昭
和
二
年
八
月
十
一
日
　
改
造
社
主
催
講
演
会
に
出
席
の

　
　
　
　
　
　
　
た
め 

高 

野 

山 

こ
う
や
さ
ん

に
赴
お
も
むく
。

　
　
　
　
　
　
　

 

遅  

月 

お
そ
づ
き

の
山
を
出い
で
た
る
暗
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
八
月
十
六
日
　
夕
。
京
都
に
至
り
、
加
茂
堤
に

　
　
　
　
　
　
　
大
文
字
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　

清
閑
に
あ
れ
ば
月
出
づ
お
の
づ
か
ら
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昭
和
二
年
九
月
　
退
官
せ
し
前
の
横
田
大
審
院
長
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
鎌
倉

秋
天
の
下
に
浪
あ
り
墳
墓
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
九
月
十
九
日
　
子
規
忌
句
会
。
田
端
た
ば
た
大
龍
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

仲
秋
や
月
明
あ
き
らか
に
人
老
い
し
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昭
和
二
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　

は
じ
ま
ら
ん
踊
の
場にわ
の
人
ゆ
き
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　

 

朝  

寒 

あ
さ
さ
む

の
老
を
追
ひ
ぬ
く
朝
な
〳
〵
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昭
和
二
年
十
月
二
十
三
日
　
発
行
所
例
会
。
泊
雲
来
会
。

　
　
　
　
　
　
　
会
者
百
名
。

　
　
　
　
　
　
　

や
り
羽は
子ご
や
油
の
や
う
な
京
言
葉

東
山
静
に
羽
子
の
舞
ひ
落
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
十
二
月
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柊
ひ
い
ら
ぎを
さ
す
母
に
よ
り
そ
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　

 

草  

間 

く
さ
あ
い

に
光
り
つ
づ
け
る
春
の
水

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
四
月
七
日
　
婦
人
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

両
の
掌て
に
す
く
ひ
て
こ
ぼ
す
蝌か
蚪と
の
水
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昭
和
三
年
四
月
　
七
宝
会
。
植
物
園
。

　
　
　
　
　
　
　

 

行  

人 

こ
う
じ
ん

の
落
花
の
風
を
顧
か
え
り
みし

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
四
月
十
五
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

遅
桜
な
ほ
も
た
づ
ね
て
奥
の
宮
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お
も
ひ
川
渡
れ
ば
又
も
花
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
四
月
二
十
三
日
　
泊
雲
、
泊
月
、
王
城
、
比
古
、

　
　
　
　
　
　
　
三
千
女
と
共
に
鞍
馬
く
ら
ま
貴
船
き
ぶ
ね
に
遊
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　

川
船
の
ぎ
い
と
ま
が
る
や
よ
し
雀
す
ず
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
六
月
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姉  

妹 
お
と
と
い

や 

麦 

藁 

籠 

む
ぎ
わ
ら
か
ご
に
ゆ
す
ら
う
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
七
月
十
四
日
　
婦
人
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

新
涼
や
仏
に
と
も
し
奉
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
九
月
十
六
日
　
子
規
忌
句
会
。
大
龍
寺
。
十
八

　
　
　
　
　
　
　
日
、
石
井
露
月
逝
く
。
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ふ
る
さ
と
の
月
の
港
を
よ
ぎ
る
の
み

は
な
や
ぎ
て
月
の
面
お
も
てに
か
か
る
雲

わ
れ
が
来き
し
南
の
国
の
ザ
ボ
ン
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
月
七
日
　
福
岡
市
公
会
堂
に
於
け
る
、
第
二

　
　
　
　
　
　
　
回
関
西
俳
句
大
会
に
出
席
。
会
衆
四
百
。
清
三
郎
、
禅
寺

　
　
　
　
　
　
　
洞
、
よ
り
江
、
久
女
、
し
づ
の
女
、
泊
月
、
王
城
、
野
風

　
　
　
　
　
　
　
呂
、
橙
黄
子
等
。
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熔  
岩 
よ
う
が
ん

の
上
を
跣
足
は
だ
し
の
島
男

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
月
十
日
　
薩
摩
さ
つ
ま
に
赴
き
、
桜
島
に
遊
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　

 

七  

盛 

な
な
も
り

の
墓
包
み
降ふ
る
椎しい
の
露

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
月
　
赤
間
宮
参
拝
。
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手
を
か
ざ
し 

祇 

園 

詣 

ぎ
お
ん
も
う
で
や 

秋 

日 

和 

あ
き
び
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
月
十
六
日
　
泊
月
と
知
恩
院
境
内
漫
歩
。
吉

　
　
　
　
　
　
　
田
町
楽
友
会
館
に
於
け
る
京
大
三
高
俳
句
会
に
臨
む
。

　
　
　
　
　
　
　

枝
豆
を
喰く
へ
ば
雨
月
う
げ
つ
の
情
な
さ
けあ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
月
十
九
日
　
木
槿
も
く
げ
会
。
大
阪
倶
楽
部
。
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旅
笠
に
落
ち
つ
づ
き
た
る
木こ
の
実み
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
月
二
十
日
　
泊
月
、
王
城
と
八
幡
や
わ
た
の
男
山
に

　
　
　
　
　
　
　
遊
び
ま
た
大
阪
に
至
る
。
住
友
倶
楽
部
に
於
け
る
無
名
会

　
　
　
　
　
　
　
に
出
席
。

　
　
　
　
　
　
　

御
室
田

お
む
ろ
だ

に
法
師
姿
の
案か
山が
子し
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
月
二
十
三
日
　 

洛  

西 

ら
く
せ
い

、
岡
康
之
の
岳
父
石

　
　
　
　
　
　
　
井
氏
邸
に
て
。
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ふ
み
は
づ
す
蝗
い
な
ごの
顔
の
見
ゆ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
に
草
の
一
葉
の
う
ち
ふ
る
ふ

流
れ
行
く
大
根
の
葉
の
早
さ
か
な
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昭
和
三
年
十
一
月
十
日
　 

九 

品 

仏 

く
ほ
ん
ぶ
つ

吟
行
。

　
　
　
　
　
　
　

寒
き
風
人
持
ち
来
る
煖
炉
だ
ん
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　

ゆ
る
や
か
に
水
鳥
す
す
む
岸
の
松

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
一
月
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此
村
を
出
で
ば
や
と
思
ふ
畦あぜ
を
焼
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　

虻あぶ
落
ち
て
も
が
け
ば 

丁  

字 

ち
ょ
う
じ

香
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
三
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。
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後  
手 
う
し
ろ
で

に
人
渉
か
ち
わ
たる
春
の
水

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
四
月
一
日
　
立
子
同
伴
、
京
都
に
あ
り
、
泊
月
、

　
　
　
　
　
　
　
王
城
、
桐
一
、 

播  

水 

ば
ん
す
い

、
桂
樹
楼
、
波
川
、
な
が
し
と
共

　
　
　
　
　
　
　
に
光
悦
寺
に
遊
ぶ
。
秋
桜
子
も
亦
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

眼
つ
む
れ
ば
若
き
我
あ
り
春
の
宵

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
四
月
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漕こ
ぎ
乱
す
大
堰
お
お
い
の
水
や
花
見
船

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
四
月
八
日
　 

渡 

月 

橋 

と
げ
つ
き
ょ
う
の
上
手
よ
り
舟
を
傭やと
ひ

　
　
　
　
　
　
　
て 
遡  
上 
そ
じ
ょ
う

。

　
　
　
　
　
　
　

旧
城
市  

柳    

絮  

り
ゅ
う
じ
ょ

と
ぶ
こ
と
し
き
り
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
　
五
月
十
四
日
発
、
満
州
旅
行
の
途
に
つ
く
。
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江
川 

三  

昧 

さ
ん
ま
い

東
道
。
五
月
二
十
七
日
、  

遼    

陽  

り
ょ
う
よ
う

に
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

夕
立
や
森
を
出
て
来
る
馬
車
一
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
六
月
三
日
　
一
日
ハ
ル
ビ
ン
に
至
る
。
八
日
迄

　
　
　
　
　
　
　
滞
在
。

　
　
　
　
　
　
　

止
り
た
る
蠅はえ
追
ふ
こ
と
も
只ただ
ね
む
し
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昭
和
四
年
六
月
十
一
日
　
平
壌
、
お
牧
の
茶
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

 

短  

夜 

み
じ
か
よ

や 
露  
領 
ろ
り
ょ
う

に
近
き
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
六
月
二
十
七
日
　
老
人
会
。
肋
骨
、
峰
青
嵐
、

　
　
　
　
　
　
　
楽
天
、 
落 
魄 

居 
ら
く
は
く
き
ょ
、
楽
堂
、
為
王
等
来
会
。

　
　
　
　
　
　
　

病
身
を
も
て
あ
つ
か
ひ
つ 

門  

涼 

か
ど
す
ず

み
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昭
和
四
年
七
月
十
六
日
　
安
田
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

石
こ
ろ
も
露
け
き
も
の
の
一
つ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
年
八
月
十
九
日
　
風
生
電
気
局
長
就
任
、
京
童
帰

　
　
　
　
　
　
　
朝
、
祝
賀
会
。
折
柄
ツ
エ
ツ
ペ
リ
ン
伯
号
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

藪やぶ
の
穂
の
動
く
秋
風
見
て
ゐ
る
か
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昭
和
四
年
十
月
十
日
　
七
宝
会
。
鎌
倉
浄
明
寺
、
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
庵
に
於
て
。

　
　
　
　
　
　
　

子
供
等
に 

双  
六 

す
ご
ろ
く

ま
け
て
老おい
の
春

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
一
月
五
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
極
楽
寺
、
寿
水
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ほ
つ
か
り
と
梢
こ
ず
えに
日
あ
り
霜
の
朝
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昭
和
五
年
一
月
十
九
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

栞
し
お
りし
て 

山 
家 
集 

さ
ん
か
し
ゅ
う
あ
り 

西 

行 

忌 

さ
い
ぎ
ょ
う
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
三
月
十
三
日
　
七
宝
会
。
発
行
所
。

　
　
　
　
　
　
　

  

春    

潮  

し
ゅ
ん
ち
ょ
う
と
い
へ
ば
必
ず
門も
司じ
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
三
月
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ふ
る
ひ
居お
る
小
さ
き
蜘く
蛛も
や  

立    

葵  

た
ち
あ
お
い

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
六
月
二
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
鴻
乙
居
。
夜
、

　
　
　
　
　
　
　
正
福
寺
谷
戸
蛍
狩
。

　
　
　
　
　
　
　

 

落  

書 

ら
く
が
き

の
顔
の
大
き
く
梅つ
雨ゆ
の
塀へい

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
六
月
二
十
九
日
　
玉
藻
た
ま
も
句
会
。
真
下
邸
。
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這は
入い
り
た
る
虻あぶ
に
ふ
く
る
る
花
擬
宝
珠

は
な
ぎ
ぼ
し

炎
天
の
空
美
し
や 
高 

野 

山 
こ
う
や
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
七
月
十
三
日
　  

旭    

川  

き
ょ
く
せ
ん

、
鍋
平
朝
臣
等
と
高

　
　
　
　
　
　
　
野
山
に
遊
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　

闇やみ
な
れ
ば
衣きぬ
ま
と
ふ
間
の
裸
か
な

171



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
七
月
二
十
四
日
　
東
大
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

蜘
蛛
打
つ
て
暫
し
ば
ら
く心
静
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
八
月
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

も
の
言
ひ
て
露
け
き
夜
と
覚
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　

172五百句



　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
八
月
二
十
六
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
た
か
し
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
山
や
槶
く
ぬ
ぎを
は
じ
き
笹ささ
を
分
け

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
九
月
三
十
日
　
第
二
回
武
蔵
野
探
勝
会
。
多
摩

　
　
　
　
　
　
　
の
横
山
。

　
　
　
　
　
　
　

鉛
筆
で 

助  

炭 

じ
ょ
た
ん

に
書
き
し
覚
え
書

　
　
　
　
　
　
　

173



　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
十
二
月
八
日
　 

笹  

鳴 

さ
さ
な
き

会
。

　
　
　
　
　
　
　

東
よ
り
春
は
来きた
る
と
植
ゑ
し
梅

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
一
月
十
七
日
　
椎
花
す
い
か
庵
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

菅すげ
の
火
は
蘆あし
の
火
よ
り
も
な
ほ
弱
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
一
月
十
八
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
江
戸
川
。
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せ
は
し
げ
に
叩たた
く 

木  

魚 

も
く
ぎ
ょ

や
雪
の
寺

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
二
月
十
二
日
　
七
宝
会
。
鎌
倉
、
た
か
し
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

大
試
験
山
の
如
く
に
控
へ
た
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
二
月
十
三
日
　
東
大
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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蕗ふき
の
薹とう
の
舌
を
逃
げ
ゆ
く
に
が
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
二
月
二
十
日
　
家
庭
俳
句
会
。
発
行
所
。

　
　
　
　
　
　
　

紅
梅
の
紅
の
通
へ
る
幹
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
三
月
十
二
日
　
七
宝
会
。
葉
山
、
水
竹
居
別
邸
。
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蜥
蜴
と
か
げ
以
下 

啓  

蟄 

け
い
ち
つ

の
虫
く
さ
／
″
＼
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
三
月
十
三
日
　
東
大
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

土
佐
日
記
懐
ふ
と
こ
ろに
あ
り
散
る
桜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
四
月
二
日
　
土
佐
国
高
知
に
著
船
。
国
分
村
に

　
　
　
　
　
　
　 

紀 

貫 

之 

き
の
つ
ら
ゆ
き
の
邸
址
を
訪
ふ
。
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植
木
屋
の
掘
り
か
け
て
あ
る
梅
一
樹

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
四
月
十
七
日
　
家
庭
俳
句
会
。
矢
口
村
、
新
田
に
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
神
社
。

　
　
　
　
　
　
　

川
波
に
山
吹
映
り
澄
ま
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
四
月
二
十
二
日
　
丸
之
内
会
館
。
金
春
惣
右
衛

こ
ん
ぱ
る
そ
う
え

　
　
　
　
　
　
　
門もん
に
は
じ
め
て
句
を
教
ふ
。
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早
苗
さ
な
え
と
る
水
う
ら
〳
〵
と
笠
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
五
月
十
六
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
第
一

　
　
　
　
　
　
　
回
。

　
　
　
　
　
　
　

つ
く
ば
ひ
の
よ
く
濡ぬ
れ
て
を
る
端
居
は
し
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
六
月
十
六
日
　
水
無
月

み
な
づ
き

会
大
会
。
安
田
銀
行
。
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草
抜
け
ば
よ
る
べ
な
き
蚊
の
さ
し
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
六
月
十
八
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

飛ひ
騨だ
の
生
れ
名
は
と
う
と
い
ふ
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
六
月
二
十
四
日
　
上
高
地
温
泉
ホ
テ
ル
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　 

少  

婢 

し
ょ
う
ひ

の
名
を
聞
け
ば
と
う
と
い
ふ
。
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火
の
山
の
裾すそ
に
夏
帽
振
る
別
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
六
月
二
十
四
日
　
下
山
。
と
う
等
焼
岳
の
麓
ふ
も
とま

　
　
　
　
　
　
　
で
送
り
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

夕
影
は
流
る
る
藻も
に
も
濃こ
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
七
月
十
九
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
古
利
根
。
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大
蛾
た
い
が
来
て
動
乱
し
た
る
灯
虫
ひ
む
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
八
月
十
四
日
　
東
大
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

蜘
蛛
の
糸
が
ん
ぴ
の
花
を
し
ぼ
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
九
月
六
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
忍おし
、
川
島
奇
北
き
ほ
く

　
　
　
　
　
　
　
邸
に
赴
き
、
大
利
根
に
遊
ぶ
。
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わ
れ
の
星
燃
え
て
を
る
な
り
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
九
月
十
七
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
の
だ
ん
〳
〵
荒
し
蘆
の
原

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
　
家
庭
俳
句
会
。
羽
田 

穴  

守 

あ
な
も
り

海

　
　
　
　
　
　
　
岸
吟
行
。

　
　
　
　
　
　
　

183



仲
秋
や
大
陸
に
又
遊
ぶ
べ
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
月
九
日
　
東
大
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

初
潮
に
沈
み
て
深
き
四
ツ
手
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
月
二
十
二
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
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秋
風
や
生
徒
の
中
の
島
女

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
江
の
島
金
亀

　
　
　
　
　
　
　
楼
。

　
　
　
　
　
　
　

 

浦  

安 

う
ら
や
す

の
子
は
裸
な
り
蘆
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
一
月
一
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
浦
安
吟
行
。

　
　
　
　
　
　
　

185



た
て
か
け
て
あ
た
り
も
の
な
き
破は
魔ま
矢や
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
一
月
六
日
　
『
週
刊
朝
日
』
新
年
号
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
に
。

　
　
　
　
　
　
　

酒
う
す
し
せ
め
て
は
燗かん
を
熱
う
せ
よ

 

慟  

哭 

ど
う
こ
く

せ
し
は
昔
と
な
り
む
明
治
節

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
一
月
十
三
日
　
東
大
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
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室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

初  

鶏 

は
つ
と
り

や
動
き
そ
め
た
る
山
か
づ
ら

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
一
月
十
四
日
　
新
聞 

聯  

合 

れ
ん
ご
う

特
信
部
の
依
頼
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

た
ら
〳
〵
と
藤
の
落
葉
の
続
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
一
月
十
五
日
　
二
子
ふ
た
こ
多
摩
川
吟
行
。
柳
家
休

187



　
　
　
　
　
　
　
憩
。

　
　
　
　
　
　
　

寺
の
傘かさ
茶
店
に
あ
り
し
時
雨
し
ぐ
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
一
月
十
九
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

 

羽 

抜 

鳥 

は
ぬ
け
ど
り

身
を
細
う
し
て
か
け
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
二
月
二
日

188五百句



　
　
　
　
　
　
　

鷹たか
の
目
の
佇
た
た
ずむ
人
に
向
は
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
二
月
十
一
日
　
東
大
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会

　
　
　
　
　
　
　
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

炭  

斗 

す
み
と
り

は
所
定
め
ず
坐ざ
右う
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
二
月
十
四
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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水
仙
や
表
紙
と
れ
た
る
古 

言  

海 

げ
ん
か
い

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
一
月
二
十
八
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

春
の
水
流
れ
〳
〵
て
又
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
二
月
七
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
砧
き
ぬ
た村 

大  

字 

お
お
あ
ざ

岡

　
　
　
　
　
　
　
本
字
下
山
、
岩
崎
別
邸
。
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草  
萌 

く
さ
も
え

や
大
地
総
じ
て
も
の
も
の
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
二
月
八
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

風
の
日
の
麦
踏
遂つい
に
を
ら
ず
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
二
月
十
三
日
　 
荻  

窪 
お
ぎ
く
ぼ

、
女
子
大
学
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

191



学
僧
に
梅
の
月
あ
り
猫
の
恋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
二
月
二
十
二
日
　
薺
な
ず
な会
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

ぱ
つ
と
火
に
な
り
た
る
蜘
蛛
や
草
を
焼
く

我
心
漸
よ
う
やく
楽
し
草
を
焼
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
三
月
二
十
四
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
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花
の
雨
降
り
こ
め
ら
れ
て
謡
う
た
いか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
四
月
十
二
日
　
京
都
石
田
旅
館
に
あ
り
。
安あ
倍べ
、

　
　
　
　
　
　
　
和
辻
わ
つ
じ
両
君
来
り
、
謡
二
番
。

　
　
　
　
　
　
　

山
寺
の 

古 

文 

書 

こ
も
ん
じ
ょ

も
無
く
長
閑
の
ど
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
四
月
十
六
日
　
蜻
蛉
会
。
西
山
十
輪
寺
吟
行
。
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結  

縁 

け
ち
え
ん

は
疑
う
た
が
いも
な
き
花
盛
り

聾ろう
青
畝
せ
い
ほ
ひ
と
り
離
れ
て
花
下
に
笑え
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
四
月
十
九
日
　
木
槿
会
。
大
阪
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

燕
つ
ば
く
ろの
ゆ
る
く
飛
び
居
る
何
の
意
ぞ
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昭
和
七
年
五
月
七
日
　
水
竹
居
祝
賀
会
。
四
ツ
木
吉
野
園
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

春
の
浜
大
い
な
る
輪
が
画か
い
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
五
月
九
日
　
笹
鳴
会
。
片
瀬
西
浜
、
保
岡
別
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

夏
草
に
黄
色
き
魚
を
釣
り
上
げ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
六
月
五
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。 

石 

神 

井 

し
ゃ
く
じ
い

、
三
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宝
寺
池
。

　
　
　
　
　
　
　

自
お
の
ず
から 

其  

頃 

そ
の
こ
ろ

と
な
る  

釣    

荵  

つ
り
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
六
月
二
十
一
日
　
水
無
月
会
。
丸
ノ
内
、
安
田

　
　
　
　
　
　
　
銀
行
。

　
　
　
　
　
　
　

榛
名
湖

は
る
な
こ

の
ふ
ち
の
あ
や
め
に 

床  

几 

し
ょ
う
ぎ

か
な
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昭
和
七
年
七
月
三
十
一
日
　
伊い
香か
保ほ
に
遊
び
、
榛
名
湖
に

　
　
　
　
　
　
　
い
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　

落
花
の
む
鯉こい
は
し
や
れ
も
の
髭ひげ
長
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
九
月
四
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
南
拝
島
、
日ひ
吉え

　
　
　
　
　
　
　
神
社
社
前
。

　
　
　
　
　
　
　

夜
学
す
す
む
教
師
の
声
の
低
き
ま
ま
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昭
和
七
年
九
月
十
日
　
『
山
茶
花

さ
ざ
ん
か

』
十
週
年
記
念
大
会
兼

　
　
　
　
　
　
　
題
。

　
　
　
　
　
　
　

く
は
れ
も
す
八
雲
や
く
も
旧
居
の
秋
の
蚊
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
十
月
八
日
　
出
雲
い
ず
も
松
江
。
八
雲
旧
居
を
訪
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
の
急
に
寒
し
や
分わけ
の
茶
屋
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昭
和
七
年
十
月
九
日
　
松
江
を
発た
ち 

大  

山 

だ
い
せ
ん

に
向
ふ
。
大

　
　
　
　
　
　
　
山
登
山
。

　
　
　
　
　
　
　

 

遅  

月 

お
そ
づ
き

の
上
り
て
暇
い
と
ま申
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
十
月
十
九
日
　
嵯さ
峨が
野の
吟
行
。
二
条
、
巨
陶
居
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

山  

間 

や
ま
あ
い

の
霧
の
小
村
に
人
と
成
る
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顔
よ
せ
て
人
話
し
居
る
夜
霧
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
十
月
二
十
日
　
木
槿
会
。
大
阪
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

大
小
の
木
の
実
を
人
に
た
と
へ
た
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
十
一
月
十
四
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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描  

初 
か
き
ぞ
め

の
壺つぼ
に
仲
秋
の
句
を
題
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
一
月
一
日
　
鎌
倉
宅 

病  

臥 

び
ょ
う
が

。
皿
井
さ
ら
い  

旭    

川  

き
ょ
く
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
来
、 

枕  

頭 

ち
ん
と
う

に
壺
の
図
を
描
く
。

　
　
　
　
　
　
　

つ
く
羽ば
子ね
の
静
に
高
し
誰たれ
や
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
一
月
九
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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襟  

巻 
え
り
ま
き

の
狐
き
つ
ねの
顔
は
別
に
在あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
一
月
十
二
日
　
七
宝
会
。
松
韻
社
に
て
。
日ひ
比び

　
　
　
　
　
　
　
谷や
公
園
。

　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
け
さ
ま
に
嚔
く
さ
めし
て
威
儀
く
づ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
一
月
二
十
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
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凍    

蝶  
い
て
ち
ょ
う

の
己おの
が
魂
追
う
て
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
一
月
二
十
六
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

雪
解
く
る
さ
さ
や
き
滋しげ
し 
小 

笹 

原 
お
ざ
さ
は
ら

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
一
月
二
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

紅
梅
の
莟
つ
ぼ
みは
固
し
言
も
の
いは
ず

203



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
二
月
二
十
二
日
　
臨
時
句
会
。
発
行
所
。

　
　
　
　
　
　
　

鴨かも
の
嘴はし
よ
り
た
ら
〳
〵
と
春
の
泥どろ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
三
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。
横
浜
、
三
渓
園
。

　
　
　
　
　
　
　

立
ち
な
ら
ぶ
辛
夷
こ
ぶ
し
の
莟
行
く
如
し
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昭
和
八
年
三
月
三
十
日
　
七
宝
会
。
あ
ふ
ひ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

神
に
ま
せ
ば
ま
こ
と
美うる
は
し
那な
智ち
の
滝

鬢びん
に
手
を
花
に
御
詠
歌

ご
え
い
か

あ
げ
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
四
月
十
日
　
南
紀
に
遊
ぶ
。
橙
黄
子
東
道
。
那

　
　
　
　
　
　
　
智
の
滝
。
青
岸
渡
寺

せ
い
が
ん
と
じ
。
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鶯
や
御
幸
み
ゆ
き
の
輿こし
も
ゆ
る
め
け
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
四
月
十
二
日
　
中
辺
路

な
か
へ
ち

を
経
て
田
辺
に
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　
中
辺
路
懐
古
。

　
　
　
　
　
　
　

子ね
の
日
す
る
昔
の
人
の
あ
ら
ま
ほ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
四
月
十
九
日
　
大
磯
一
本
松
、
中
村
吉
右
衛
門

き
ち
え
も
ん

　
　
　
　
　
　
　
別
邸
に
行
く
。
安
田 
靫  
彦 
ゆ
き
ひ
こ

の
意
匠
に
な
る
と
い
ふ
庭
に

　
　
　
　
　
　
　
昔
絵
を
見
る
が
如
き
稚
松
多
し
。
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虹にじ
立
ち
て
雨
逃
げ
て
行
く
広
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
五
月
二
十
五
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

囀
さ
え
ず
りや
絶
え
ず
二
三
羽
こ
ぼ
れ
飛
び

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
六
月
十
三
日
　
北
海
道
旭
川
俳
句
大
会
兼
題
。
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浴
衣
ゆ
か
た
著き
て
少
女
の
乳
房
高
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
七
月
十
二
日
　
お
ほ
さ
き
会
。
発
行
所
。

　
　
　
　
　
　
　

風
鈴
の
音ね
に
住すま
ひ
を
る
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
七
月
二
十
四
日
　
玉
藻
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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船
涼
し
己
が
煙
に
包
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
　
八
月
十
六
日
発
、
北
海
道
行
。
あ
ふ
ひ
、
立

　
　
　
　
　
　
　
子
、
友
次
郎
、
草
田
男

く
さ
た
お

、
夢
香
、
桜
坡
子
、
木
国
同
行
。

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
七
日
、
青
函
連
絡
船
松
前
丸
船
中
。

　
　
　
　
　
　
　

皆
降
り
て
北
見
富
士
見
る
旅
の
秋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
八
月
二
十
一
日
　
る
べ
し
べ
駅
。
此
夜
、
阿
寒

　
　
　
　
　
　
　
湖
、
山
浦
旅
館
泊
。
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バ
ス
来
る
や
虹
の
立
ち
た
る
湖
畔
村

火
の
山
の
麓
ふ
も
との
湖うみ
に  
舟    

遊  
ふ
な
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
八
月
二
十
二
日
　
阿
寒
湖
。
此
夜
、
弟
子
屈

て
し
か
が

、

　
　
　
　
　
　
　
青
木
旅
館
泊
。

　
　
　
　
　
　
　

燈
台
は
低
く
霧
笛
は
峙
そ
ば
だて
り
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昭
和
八
年
八
月
二
十
三
日
　
釧
路
く
し
ろ
港
。
此
夜
、
釧
路
港
、

　
　
　
　
　
　
　
近
江
屋
泊
。

　
　
　
　
　
　
　

一
筋
の
煙
草
た
ば
こ
の
け
む
り
夜
学
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
九
月
二
十
九
日
　
草
樹
会
。
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

加
藤
洲

か
と
う
す

の  

大    

百    

姓  

お
お
び
ゃ
く
し
ょ
う

の
夜
長
よ
な
が
か
な
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昭
和
八
年
十
月
一
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
常
陸
ひ
た
ち
鹿
島
か
し
ま
神
社

　
　
　
　
　
　
　
行
。

　
　
　
　
　
　
　

  

倏    

忽  

し
ゅ
っ
こ
つ

に
時
は
過
ぎ
行
く
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
十
月
八
日
　
田
園
調
布
、
橙
黄
子
新
居
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
蝶
黄
色
が
白
に
さ
め
け
ら
し
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昭
和
八
年
十
月
二
十
三
日
　
玉
藻
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

顔
抱
い
て
犬
が
寝
て
を
り
菊
の
宿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
十
一
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。
鎌
倉
、
虚
子
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

物  

指 

も
の
さ
し

で
脊せな
か
く
こ
と
も 

日  

短 

ひ
み
じ
か
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来
る
と
は
や
帰
り
支
度
じ
た
く
や
日
短

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
十
一
月
十
九
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会

　
　
　
　
　
　
　
室
。

　
　
　
　
　
　
　

来
る
人
に
我
は
行
く
人 

慈 
善 
鍋 

じ
ぜ
ん
な
べ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
十
一
月
二
十
七
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
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雑  

炊 
ぞ
う
す
い

に
非
力
な
が
ら
も
笑
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
十
二
月
八
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

焼
芋
が
こ
ぼ
れ
て
田
舎
源
氏

い
な
か
げ
ん
じ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
十
二
月
十
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

白  

雲 

は
く
う
ん

と
冬
木
と
終つい
に
か
か
は
ら
ず
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昭
和
八
年
十
二
月
十
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
渋
谷
し
ぶ
や
、
あ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
ひ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

か
く
れ
家
を
か
い
ま
見
す
れ
ば
雛ひな
飾
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
二
月
二
十
六
日
　
玉
藻
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

白
雲
の
ほ
と
お
こ
り
消
ゆ
花
の
雨
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昭
和
九
年
四
月
十
三
日
　
大
阪
に
在
り
し
が
野
風
呂
の
招

　
　
　
　
　
　
　
き
に
て
昨
夜
遅
く
嵐
山
、
花
の
家
に
著
。
大
堰
舟
遊
。
此

　
　
　
　
　
　
　
夜
石
田
旅
館
泊
。

　
　
　
　
　
　
　

四
畳
半
三
間
の
幽
居
や 
小 
米 
花 
こ
ご
め
ば
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
四
月
十
四
日
　
蜻
蛉
会
。
岩
倉
実
相
寺
に
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　
岩
倉
公
遺
跡
。
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事
務
多
忙
頭
を
上
げ
て
春
惜おし
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
四
月
二
十
九
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会

　
　
　
　
　
　
　
室
。

　
　
　
　
　
　
　

つ
く
り
雨
降
ら
せ
ふ
き
あ
げ
噴
き
上
げ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
六
月
九
日
　
水
竹
居
招
宴
。
田
中
家
。
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酌
婦
来
る
灯
取
虫
よ
り
汚
き
た
なき
が

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
六
月
十
一
日
　
お
ほ
さ
き
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

一
々
の
芥け
子し
に
嚢
ふ
く
ろや
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
六
月
十
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
小
石
川
植
物
園
。
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玉
虫
の
光
残
し
て
飛
び
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
七
月
二
十
三
日
　
玉
藻
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

水  

飯 

す
い
は
ん

に
味み
噌そ
を
落
し
て
濁
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
七
月
二
十
六
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

 

黒 

揚 

羽 

く
ろ
あ
げ
は 

花 

魁 

草 

お
い
ら
ん
そ
う
に
か
け
り
来
る
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昭
和
九
年
七
月
二
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
稲
村
ヶ
崎
、

　
　
　
　
　
　
　
稲
村
居
。

　
　
　
　
　
　
　

何
と
な
く
人
に
親
し
や  
初    

嵐  
は
つ
あ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
八
月
二
十
三
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

よ
べ
の
時し
化け
最
も
萩
を
い
た
め
し
か
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昭
和
九
年
九
月
十
一
日
　
箱
根
、
見
南
山
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

大
い
な
る
も
の
が
過
ぎ
行
く
野
分
の
わ
き
か
な

古
い
に
し
えの
月
あ
り
舞
の
静
し
ず
かな
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
九
月
二
十
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
鎌
倉
、
鶴
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
岡
八
幡
楼
門
。
野
分
吹
く
。
号
外
に 

颱  

風 

た
い
ふ
う

京
阪
地
方
を

　
　
　
　
　
　
　
襲
ひ
大
阪
天
王
寺
の
塔
倒
る
と
。
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並
べ
あ
る
木
の
実
に
吾あ
子こ
の
心
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
十
月
二
十
二
日
　
玉
藻
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
や
何
の
煙
か
藪やぶ
に
し
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
十
月
二
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
た
か
し
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

223



川
を
見
る
バ
ナ
ナ
の
皮
は
手
よ
り
落
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
十
一
月
四
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。  

浜    

町  

は
ま
ち
ょ
う

、

　
　
　
　
　
　
　
日
本
橋
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

焚
火
た
き
び
の
み
し
て
朽
ち
果
つ
る
徒
に
非あら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
十
一
月
十
二
日
　
お
ほ
さ
き
会
。
丸
ビ
ル
集
会

　
　
　
　
　
　
　
室
。
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神
近
き  
大  

提  

灯  
お
お
ぢ
ょ
う
ち
ん

や  

初    

詣  

は
つ
も
う
で

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
一
月
一
日
　
未
明
。
明
治
神
宮
初
詣
。

　
　
　
　
　
　
　

巫
女
舞

み
こ
ま
い

を
す
か
せ
給
ひ
て
神
の
春

神
慮
今
鳩はと
を
た
た
し
む
初
詣
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昭
和
十
年
一
月
一
日
　
午
後
。
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
初
詣
。

　
　
　
　
　
　
　

 

藪  

入 

や
ぶ
い
り

の
田
舎
の
月
の
明
る
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
一
月
十
日
　
第
二
回
同
人
会
。 

赤 

羽 

橋 

あ
か
ば
ね
ば
し
、
春

　
　
　
　
　
　
　
岱
寮
。

　
　
　
　
　
　
　

 

里  

方 

さ
と
か
た

の
葵
あ
お
いの
紋
や
雛ひな
の
幕
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昭
和
十
年
三
月
三
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
麻
布
あ
ざ
ぶ
広
尾
、
近

　
　
　
　
　
　
　
藤
男
爵
邸
雛
祭
。

　
　
　
　
　
　
　

一
を
知
つ
て
二
を
知
ら
ぬ
な
り
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
三
月
十
二
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

園
丁
の
指
に
従
ふ
春
の
土
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昭
和
十
年
四
月
四
日
　
み
づ
ほ
歓
迎
会
。
百
花
園
。

　
　
　
　
　
　
　

椿
つ
ば
き先ま
づ
揺
れ
て
見
せ
た
る
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
四
月
二
十
日
　
あ
ふ
ひ
還
暦
祝
。
百
花
園
。

　
　
　
　
　
　
　

船
の
出
る
ま
で 

花  

隈 

は
な
く
ま

の  

朧    

月  

お
ぼ
ろ
づ
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
四
月
二
十
四
日
　
播
水
招
宴
。
神
戸
花
隈
、
吟
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松
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

道
の
べ
に
阿あ
波わ
の
遍
路
の
墓
あ
は
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
四
月
二
十
五
日
　
風
早
西
の
下げ
の
句
碑
を
見
、

　
　
　
　
　
　
　
鹿
島
に
遊
ぶ
。
松
山
、
黙
禅
邸
。
松
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
。

　
　
　
　
　
　
　

藤
垂た
れ
て
今
宵
こ
よ
い
の
船
も
波
な
け
ん
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昭
和
十
年
四
月
二
十
六
日
　
石
手
寺

い
し
て
じ

、
湧
ヶ
淵
吟
行
。
豊

　
　
　
　
　
　
　
阪
町
亀
の
井
。
此
夜
神
戸
舟
行
。

　
　
　
　
　
　
　

旅
荷
物
し
ま
ひ
終
り
て
花
に
ひ
ま

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
四
月
二
十
九
日
　
舞
子
、
万
亀
楼
。

　
　
　
　
　
　
　

 

秋  

篠 

あ
き
し
の

は
げ
ん
げ
の
畦あぜ
に
仏
か
な
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奈
良
茶
飯

な
ら
ち
ゃ
め
し
出
来
る
に
間
あ
り
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
五
月
一
日
　
立
子
と
共
に
大
阪
玉
藻
句
会
出
席
。

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
東
大
寺
裏
、
宝
厳
院
。

　
　
　
　
　
　
　

燕
つ
ば
く
ろの
し
ば
鳴
き
飛
ぶ
や 
大 
堰 
川 
お
お
い
が
わ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
五
月
二
日
　
京
都
嵐
山
、
花
の
家
。
立
子
と
共

　
　
　
　
　
　
　
に
。
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緑
蔭
を
出
れ
ば
明
る
し
芥け
子し
は
実み
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
六
月
十
三
日
　
七
宝
会
。
小
石
川
植
物
園
。

　
　
　
　
　
　
　

檝かじ
の
音
ゆ
る
く
太
し
や
行
々
子

ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
六
月
二
十
四
日
　
玉
藻
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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吹
き
つ
け
て
痩や
せ
た
る
人
や
夏
羽
織

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
六
月
二
十
八
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
鎌
倉
山
。

　
　
　
　
　
　
　

 

魚  

鼈 

ぎ
ょ
べ
つ

居
る
水
を
踏
ま
へ
て  

水    

馬  

み
ず
す
ま
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
七
月
十
一
日
　
七
宝
会
。
井い
ノ
頭
か
し
ら公
園
茶
店
。

　
　
　
　
　
　
　

山
の
蝶
飛
ん
で
乾かわ
く
や 

宿 

浴 

衣 

や
ど
ゆ
か
た
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昭
和
十
年
八
月
五
日
　
箱
根
、
松
坂
屋
。
一
行
十
三
人
。

　
　
　
　
　
　
　

か
わ
〳
〵
と
大
き
く
ゆ
る
く  

寒    

鴉  

か
ん
が
ら
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
十
二
月
十
二
日
　
七
宝
会
。
松
本
長
な
が
し氏
追
善
。

　
　
　
　
　
　
　  

不  

忍  

池  

し
の
ば
ず
の
い
け

畔
雨
月
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

大
空
に
羽は
子ね
の
白
妙
と
ど
ま
れ
り
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昭
和
十
年
十
二
月
十
三
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

観
音
は
近
づ
き
や
す
し 

除 

夜 

詣 

じ
ょ
や
も
う
で

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
十
二
月
三
十
一
日
　
浅
草
観
音
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
虚
子
五
句
集
（
上
）
〔
全2

冊
〕
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　1996
（
平
成8

）
年9

月17

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
五
百
句
」
改
造
社

　
　
　1937

（
昭
和12
）
年6

月17

日

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-

86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
新
仮
名
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
ル
ビ
の
拗
音
、
促
音
は
、
小
書
き
し
ま
し
た

※
「
丸
の
内
」
と
「
丸
之
内
」
と
「
丸
ノ
内
」
の
混
在
は
底
本
通
り
で
す

入
力
：
岡
村
和
彦
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校
正
：
酒
井
和
郎

2016
年6

月26

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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